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等 を 損 傷 さ せ た も の

５ 損 害 賠 償 及 び

和 解 の 相 手 方
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令和７年度健全化判断比率及び資金不足比率 

１ 健全化判断比率                                           （単位：％） 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

―    

（１１．８２）   

―    

（１６．８２）   

   ３．４  

（２５．０） 

―   

    （３５０．０） 

 

備考  

１ 実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算

定されない場合は、「―」となる。 

２ 括弧内は、本市の早期健全化基準 

 

２ 資金不足比率                                            （単位：％） 

会 計 の 名 称 資金不足比率 備     考 

水 道 事 業 会 計 
―         

（２０．０） 

令第１７条第１号の規定により事業

の規模を算定 

下 水 道 事 業 会 計 
―         

（２０．０） 

令第１７条第１号の規定により事業

の規模を算定 

病 院 事 業 会 計 
―         

（２０．０） 

令第１７条第１号の規定により事業

の規模を算定 

 

備考  

１ 資金不足額がない場合は、「―」となる。 

２ 括弧内は、本市の経営健全化基準 

３ 表中「令」は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令（平成１９年政令第３９７号）

をいう。 

 

 

 

 



議 第 ５ ５ 号
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第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 ７ 年 度 富 士 宮 市 下 水 道 事 業 剰 余

金 を 下 記 の と お り 処 分 す る 。

令 和 ８ 年 ９ 月 ９ 日 提 出

富 士 宮 市 長 須 藤 秀 忠

記

１ 処 分 す る 剰 余 金

未 処 分 利 益 剰 余 金

２ 処 分 の 方 法

未 処 分 利 益 剰 余 金 ２ ４ ４ ， ６ ９ ８ ， ５ ９ ０ 円 の う ち

５ ４ ， ６ １ ９ ， ４ ０ ８ 円 を 資 本 金 に 組 み 入 れ る 。



議 第 ５ ６ 号

富 士 宮 市 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 制 定 に つ い て

富 士 宮 市 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 を 別 紙 の と お り 制 定 す る 。

令 和 ８ 年 ９ 月 ９ 日 提 出

富 士 宮 市 長 須 藤 秀 忠



   富 士 宮 市 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正  

す る 条 例  

 富 士 宮 市 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 ５ ０ 年 富 士 宮 市 条

例 第 １ ５ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ９ 条 第 ２ 項 中 「 第 ６ 条 の ２ 第 ５ 項 」 を 「 第 ６ 条 の ２ 第 ７ 項 」 に 改 め

る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 等 の 一 部 を 改 正 す る

法 律 （ 令 和 ８ 年 法 律 第 ４ ３ 号 ） 附 則 第 １ 条 第 ２ 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の

日 か ら 施 行 す る 。  



議 第 ５ ７ 号

富 士 宮 市 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 制 定 に つ い て

富 士 宮 市 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

を 別 紙 の と お り 制 定 す る 。

令 和 ８ 年 ９ 月 ９ 日 提 出

富 士 宮 市 長 須 藤 秀 忠



   富 士 宮 市 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 （ 富 士 宮 市 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  富 士 宮 市 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 ３ ９ 年 富 士 宮 市 条 例 第  

１ ０ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ６ 条 中 「 第 １ ２ ５ 条 若 し く は 第 ２ ４ ３ 条 の ２ の ８ 第 ３ 項 」 を 「 法

第 １ ２ ５ 条 若 し く は 第 ２ ４ ３ 条 の ２ の ９ 第 ３ 項 」 に 改 め る 。  

（ 富 士 宮 市 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  富 士 宮 市 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 ４ １ 年 富 士 宮 市

条 例 第 ２ ８ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ５ 条 中 「 第 ２ ４ ３ 条 の ２ の ８ 第 ８ 項 」 を 「 第 ２ ４ ３ 条 の ２ の ９ 第

８ 項 」 に 改 め る 。  

（ 富 士 宮 市 水 道 事 業 及 び 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改

正 ）  

第 ３ 条  富 士 宮 市 水 道 事 業 及 び 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

４ １ 年 富 士 宮 市 条 例 第 ２ ９ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ６ 条 中 「 第 ２ ４ ３ 条 の ２ の ８ 第 ８ 項 」 を 「 第 ２ ４ ３ 条 の ２ の ９ 第

８ 項 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ８ 年 ９ 月 ２ ４ 日 か ら 施 行 す る 。  

 



議 第 ５ ８ 号

富 士 宮 市 用 水 運 営 審 議 会 設 置 条 例 の 全 部 を 改

正 す る 条 例 制 定 に つ い て

富 士 宮 市 用 水 運 営 審 議 会 設 置 条 例 の 全 部 を 改 正 す る 条 例

を 別 紙 の と お り 制 定 す る 。

令 和 ８ 年 ９ 月 ９ 日 提 出

富 士 宮 市 長 須 藤 秀 忠



   富 士 宮 市 用 水 運 営 審 議 会 設 置 条 例  

 富 士 宮 市 用 水 運 営 審 議 会 設 置 条 例（ 昭 和 ３ ５ 年 富 士 宮 市 条 例 第 １ ７ 号 ）

の 全 部 を 改 正 す る 。  

（ 設 置 ）  

第 １ 条  富 士 宮 市 の か ん が い 用 水 の 適 正 な 運 営 及 び 管 理 を 図 る た め 、 地

方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ３ ８ 条 の ４ 第 ３ 項 の 規 定 に

基 づ き 、 富 士 宮 市 用 水 運 営 審 議 会 （ 以 下 「 審 議 会 」 と い う 。） を 置 く 。 

（ 所 掌 事 務 ）  

第 ２ 条  審 議 会 は 、 市 長 の 諮 問 に 応 じ 、 富 士 宮 市 の か ん が い 用 水 の 運 営

及 び 管 理 に 関 す る 事 項 に つ い て 調 査 審 議 し 、 意 見 の 答 申 を 行 う 。  

 （ 組 織 ）  

第 ３ 条  審 議 会 は 、 委 員 １ ０ 人 以 内 で 組 織 す る 。  

２  委 員 は 、 次 に 掲 げ る 者 の う ち か ら 、 市 長 が 委 嘱 す る 。  

 ⑴  学 識 経 験 を 有 す る 者  

⑵  公 共 的 団 体 等 の 代 表 者  

 （ 任 期 等 ）  

第 ４ 条  委 員 の 任 期 は 、 当 該 諮 問 に 係 る 答 申 が 終 了 す る 日 ま で と す る 。  

２  委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。  

３  委 員 は 、 職 務 上 知 り 得 た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退 い

た 後 も 同 様 と す る 。  

（ 会 長 及 び 副 会 長 ）  

第 ５ 条  審 議 会 に 会 長 及 び 副 会 長 各 1 人 を 置 き 、 委 員 の 互 選 に よ り こ れ

を 定 め る 。  

２  会 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 審 議 会 を 代 表 す る 。  

３  副 会 長 は 、 会 長 を 補 佐 し 、 会 長 に 事 故 が あ る と き は 、 そ の 職 務 を 代

理 す る 。  

（ 会 議 ）  

第 ６ 条  審 議 会 の 会 議 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 会 議 」 と い う 。 ） は 、 会

長 が 招 集 し 、 そ の 議 長 と な る 。  

２  会 議 は 、委 員 の 過 半 数 が 出 席 し な け れ ば こ れ を 開 く こ と が で き な い 。 



３  会 議 の 議 事 は 、 出 席 し た 委 員 の 過 半 数 を も っ て 決 し 、 可 否 同 数 の と

き は 、 議 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。  

４  会 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 会 議 に 委 員 で な い 者 の 出 席 を

求 め 、 説 明 又 は 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。  

（ 報 酬 等 ）  

第 ７ 条  委 員 の 費 用 弁 償 及 び 報 酬 並 び に 支 給 方 法 は 、 富 士 宮 市 特 別 職 の

職 員 で 非 常 勤 の も の の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 ４ ５ 年 富

士 宮 市 条 例 第 １ ２ 号 ） 中 、 専 門 委 員 の 規 定 を 準 用 す る 。  

（ 庶 務 ）  

第 ８ 条  審 議 会 の 庶 務 は 、 都 市 整 備 部 河 川 課 に お い て 処 理 す る 。  

 （ 委 任 ）  

第 ９ 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 審 議 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項

は 、 市 長 が 別 に 定 め る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ８ 年 １ ０ 月 １ １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 



議 第 ５ ９ 号

富 士 宮 市 立 病 院 整 備 基 金 条 例 制 定 に つ い て

富 士 宮 市 立 病 院 整 備 基 金 条 例 を 別 紙 の と お り 制 定 す る 。

令 和 ８ 年 ９ 月 ９ 日 提 出

富 士 宮 市 長 須 藤 秀 忠



 
 

富 士 宮 市 立 病 院 整 備 基 金 条 例  

（ 設 置 ）  

第 １ 条  富 士 宮 市 立 病 院（ 以 下「 病 院 」と い う 。）の 施 設 及 び 設 備 の 整 備

に 係 る 繰 出 金 の 財 源 に 充 て る た め 、富 士 宮 市 立 病 院 整 備 基 金（ 以 下「 基

金 」 と い う 。） を 設 置 す る 。  

（ 積 立 て ）  

第 ２ 条  基 金 と し て 積 み 立 て る も の は 、 次 の と お り と す る 。  

⑴   予 算 で 定 め た 額  

⑵   寄 附 金  

⑶   基 金 か ら 生 ず る 収 益  

（ 管 理 ）  

第 ３ 条  基 金 に 属 す る 現 金 は 、 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 最 も 確 実 か つ 有

利 な 方 法 に よ り 保 管 し な け れ ば な ら な い 。  

２  基 金 に 属 す る 現 金 は 、 必 要 に 応 じ 、 最 も 確 実 か つ 有 利 な 有 価 証 券 に

代 え る こ と が で き る 。  

（ 繰 替 運 用 ）  

第 ４ 条  市 長 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 確 実 な 繰 戻 し の 方

法 、 期 間 及 び 利 率 を 定 め て 、 基 金 に 属 す る 現 金 を 歳 計 現 金 に 繰 り 替 え

て 運 用 す る こ と が で き る 。  

（ 処 分 ）  

第 ５ 条  基 金 は 、 病 院 の 施 設 及 び 設 備 の 整 備 に 係 る 繰 出 金 の 財 源 に 充 て

る 場 合 に 限 り 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 処 分 す る こ と が で き る 。  

（ 委 任 ）  

第 ６ 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、基 金 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、

市 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  



議 第 ６ ０ 号

共 立 蒲 原 総 合 病 院 組 合 規 約 の 変 更 に つ い て

地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ８ ６ 条 第 ２

項 の 規 定 に よ り 、 共 立 蒲 原 総 合 病 院 組 合 規 約 を 別 紙 の と お

り 変 更 す る 。

令 和 ８ 年 ９ 月 ９ 日 提 出

富 士 宮 市 長 須 藤 秀 忠



共 立 蒲 原 総 合 病 院 組 合 規 約 の 一 部 を 変 更 す る 規 約  

共 立 蒲 原 総 合 病 院 組 合 規 約 （ 昭 和 ４ ０ 年 静 岡 県 指 令 地 第 ３ ０ 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 変 更 す る 。  

第 １ ２ 条 の 次 に 次 の 章 名 を 付 す る 。  

第 ４ 章  組 合 の 経 費  

第 １ ３ 条 第 １ 項 中「 財 産 よ り 生 じ る 」を「 財 産 か ら 生 ず る 」に 、「 関 係

市 の 分 賦 金 」 を 「 関 係 市 か ら の 負 担 金 及 び 補 助 金 」 に 改 め 、 同 項 た だ し

書 中 「 と き 」 の 次 に 「 そ の 他 の 特 別 の 事 情 が あ る と き 」 を 加 え 、 同 条 第

２ 項 中 「 分 賦 金 」 を 「 負 担 金 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

３  第 １ 項 の 補 助 金 の 負 担 割 合 そ の 他 必 要 な 事 項 は 、 関 係 市 の 協 議 に よ

り こ れ を 定 め る 。  

別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。  

別 表 （ 第 １ ３ 条 関 係 ）  

経 費 区 分  関 係 市  負 担 割 合  

第 ３ 条 第 １ 号 に

係 る 経 費（ 地 方 公

営 企 業 法（ 昭 和 27

年 法 律 第 292号 ）

第 39 条 の ３ 第 ３

項 に お い て 準 用

す る 第 17 条 の ２

第 １ 項 の 経 費 に

限 る 。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静 岡 市  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 の １ か ら ３ ま で に よ り 算 出 し た 数

を 合 計 し て 得 た 数 を 100で 除 し て 得 た

数（ 当 該 数 に 小 数 点 以 下 第 ３ 位 の 数 が

あ る 場 合 は 、当 該 数 を 四 捨 五 入 し て 得

た 数 ）  

１  人 口 割  負 担 金 を 支 弁 す る 年 度

の 前 年 の ４ 月 １ 日（ 以 下 こ の 表 に お

い て 「 同 日 」 と い う 。） に お け る 静

岡 市 の 住 民 基 本 台 帳（ 住 民 基 本 台 帳

法（ 昭 和 42年 法 律 第 81号 ）第 ５ 条 の

住 民 基 本 台 帳 を い う 。以 下 こ の 表 に

お い て 同 じ 。） に 基 づ く 人 口 （ 以 下

こ の 表 に お い て「 静 岡 市 の 人 口 」と

い う 。） を 静 岡 市 の 人 口 と 同 日 に お

け る 富 士 市 の 住 民 基 本 台 帳 に 基 づ

く 人 口（ 以 下 こ の 表 に お い て「 富 士

市 の 人 口 」 と い う 。） を 合 計 し た 数

（ 以 下 こ の 表 に お い て 「 ２ 市 の 人

口 」と い う 。）で 除 し て 得 た 数 に 16.8

を 乗 じ て 得 た 数  

２  利 用 者 割  負 担 金 を 支 弁 す る 年 度 



  の 前 々 年 度 に お け る 共 立 蒲 原 総 合

病 院 を 受 診 し た 静 岡 市 に 住 所 を 有

す る 外 来 患 者 及 び 入 院 患 者 の 延 べ

人 数（ 以 下 こ の 表 に お い て「 静 岡 市

の 患 者 数 」 と い う 。） を 静 岡 市 の 患

者 数 と 同 年 度 に お け る 共 立 蒲 原 総

合 病 院 を 受 診 し た 富 士 市 に 住 所 を

有 す る 外 来 患 者 及 び 入 院 患 者 の 延

べ 人 数（ 以 下 こ の 表 に お い て「 富 士

市 の 患 者 数 」 と い う 。） を 合 計 し た

数（ 以 下 こ の 表 に お い て「 ２ 市 の 患

者 数 」 と い う 。） で 除 し て 得 た 数 に

63.6を 乗 じ て 得 た 数  

３  均 等 割  6.45  

 富 士 市  次 の １ か ら ４ ま で に よ り 算 出 し た 数

を 合 計 し て 得 た 数 を 100で 除 し て 得 た

数（ 当 該 数 に 小 数 点 以 下 第 ３ 位 の 数 が

あ る 場 合 は 、当 該 数 を 四 捨 五 入 し て 得

た 数 ）  

１  人 口 割  富 士 市 の 人 口 を ２ 市 の

人 口 で 除 し て 得 た 数 に 16.8を 乗 じ

て 得 た 数  

２  利 用 者 割  富 士 市 の 患 者 数 を ２

市 の 患 者 数 で 除 し て 得 た 数 に 63.6

を 乗 じ て 得 た 数  

３  所 在 地 割  6.7 

４  均 等 割  3.225  

 富 士 宮 市  次 に 掲 げ る 数 を 100で 除 し て 得 た 数 の

小 数 点 以 下 第 ３ 位 の 数 を 四 捨 五 入 し

て 得 た 数  

均 等 割  3.225  

第 ３ 条 第 ２ 号 及

び 第 ３ 号 に 係 る

経 費（ 平 成 12年 ３

月 24 日 及 び 平 成

13 年 ３ 月 26 日 に

借 り 入 れ た 企 業

債 に 対 す る 利 息

に 係 る 経 費 に 限

る 。）  

静 岡 市  

 

 

 

 

 

 

 

 

次 の １ 及 び ２ に よ り 算 出 し た 数 を 合

計 し て 得 た 数 を 100 で 除 し て 得 た 数

（ 当 該 数 に 小 数 点 以 下 第 ３ 位 の 数 が

あ る 場 合 は 、当 該 数 を 四 捨 五 入 し て 得

た 数 ）  

１  高 齢 者 割  静 岡 市 の 人 口 の う ち

65歳 以 上 の 人 口 を ２ 市 の 人 口 の う

ち 65歳 以 上 の 人 口 で 除 し て 得 た 数

に 50を 乗 じ て 得 た 数  



  ２  均 等 割  31.32  

 富 士 市  次 の １ 及 び ２ に よ り 算 出 し た 数 を 合

計 し て 得 た 数 を 100 で 除 し て 得 た 数

（ 当 該 数 に 小 数 点 以 下 第 ３ 位 の 数 が

あ る 場 合 は 、当 該 数 を 四 捨 五 入 し て 得

た 数 ）  

１  高 齢 者 割  富 士 市 の 人 口 の う ち

65歳 以 上 の 人 口 を ２ 市 の 人 口 の う

ち 65歳 以 上 の 人 口 で 除 し て 得 た 数

に 50を 乗 じ て 得 た 数  

２  均 等 割  15.66  

 富 士 宮 市  次 に 掲 げ る 数 を 100で 除 し て 得 た 数 の

小 数 点 以 下 第 ３ 位 の 数 を 四 捨 五 入 し

て 得 た 数  

均 等 割  3.02 

備 考  関 係 市 の 負 担 割 合 の 合 計 が 、 １ に 満 た な い 場 合 に あ っ て は 小 数

点 以 下 第 ３ 位 の 数 を 四 捨 五 入 し て 繰 り 上 が ら な か っ た 市 の う ち そ の

数 が 最 も 大 き い も の の 負 担 割 合 に ０ ． ０ １ を 加 え る も の と し 、 １ を

超 え る 場 合 に あ っ て は 小 数 点 以 下 第 ３ 位 の 数 を 四 捨 五 入 し て 繰 り 上

が っ た 市 の う ち そ の 数 が 最 も 小 さ い も の の 負 担 割 合 か ら ０ ． ０ １ を

減 ず る も の と す る 。  

   附  則  

１  こ の 規 約 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ８ ６ 条 第

２ 項 に 規 定 す る 関 係 地 方 公 共 団 体 の 協 議 が 成 立 し た 日 か ら 施 行 す る 。  

２  改 正 後 の 共 立 蒲 原 総 合 病 院 組 合 規 約 第 １ ３ 条 及 び 別 表 の 規 定 は 、 令

和 ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る 。  

 



議 第 ６ １ 号

富 士 宮 市 立 黒 田 小 学 校 屋 内 運 動 場 改 築 工 事

（ 建 築 工 事 ） 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て

富 士 宮 市 立 黒 田 小 学 校 屋 内 運 動 場 改 築 工 事 （ 建 築 工 事 ）

請 負 契 約 を 下 記 の と お り 締 結 す る 。

令 和 ８ 年 ９ 月 ９ 日 提 出

富 士 宮 市 長 須 藤 秀 忠

記

１ 契 約 の 目 的

富 士 宮 市 立 黒 田 小 学 校 屋 内 運 動 場 改 築 工 事 （ 建 築 工

事 ）

２ 契 約 の 方 法

制 限 付 き 一 般 競 争 入 札

３ 契 約 の 金 額

６ １ ６ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円

４ 契 約 の 相 手 方

富 士 宮 市 弓 沢 町 ６ ３ ５ 番 地

株 式 会 社 大 石 組

代 表 取 締 役 清 哲 也



議 第 ６ ２ 号

富 士 宮 市 立 上 野 小 学 校 ほ か ２ 校 屋 内 運 動 場 空

調 設 備 設 置 業 務 委 託 契 約 の 締 結 に つ い て

富 士 宮 市 立 上 野 小 学 校 ほ か ２ 校 屋 内 運 動 場 空 調 設 備 設 置

業 務 委 託 契 約 を 下 記 の と お り 締 結 す る 。

令 和 ８ 年 ９ 月 ９ 日 提 出

富 士 宮 市 長 須 藤 秀 忠

記

１ 契 約 の 目 的

富 士 宮 市 立 上 野 小 学 校 ほ か ２ 校 屋 内 運 動 場 空 調 設 備

設 置

２ 契 約 の 方 法

随 意 契 約

３ 契 約 の 金 額

２ ０ ９ ， ９ ９ ６ ， ６ ０ ０ 円

４ 契 約 の 相 手 方

静 岡 ガ ス ・ 太 平 エ ン ジ ニ ア リ ン グ グ ル ー プ

代 表 者

富 士 市 津 田 ２ ６ ０ 番 地 の １ ２

静 岡 ガ ス ・ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 大 川 信 二



議 第 ６ ３ 号

富 士 宮 市 立 東 小 学 校 管 理 教 室 棟 等 改 築 工 事

（ 電 気 設 備 工 事 ） 請 負 契 約 の 変 更 に つ い て

令 和 ７ 年 ７ 月 ３ 日 に 締 結 し た 富 士 宮 市 立 東 小 学 校 管 理 教

室 棟 等 改 築 工 事 （ 電 気 設 備 工 事 ） 請 負 契 約 を 下 記 の と お り

変 更 す る 。

令 和 ８ 年 ９ 月 ９ 日 提 出

富 士 宮 市 長 須 藤 秀 忠

記

１ 契 約 の 目 的

富 士 宮 市 立 東 小 学 校 管 理 教 室 棟 等 改 築 工 事 （ 電 気 設

備 工 事 ）

２ 変 更 の 理 由

新 た に 確 認 さ れ た ス プ リ ン ク ラ ー 制 御 盤 の 劣 化 に 係

る 更 新 等 に 伴 う 増 額 の た め

３ 契 約 の 金 額

変 更 前 １ ７ １ ， ０ ５ ０ ， ０ ０ ０ 円

変 更 後 １ ７ ９ ， ５ ８ ６ ， ０ ０ ０ 円

４ 契 約 の 相 手 方

富 士 宮 市 小 泉 ２ ２ １ ７ 番 地 の １

株 式 会 社 日 誠 電 工

代 表 取 締 役 日 原 誠



議 第 ６ ４ 号

市 道 路 線 の 認 定 に つ い て

道 路 法 （ 昭 和 ２ ７ 年 法 律 第 １ ８ ０ 号 ） 第 ８ 条 第 １ 項 の 規

定 に よ り 、 下 記 の 路 線 を 市 道 に 認 定 す る 。

令 和 ８ 年 ９ 月 ９ 日 提 出

富 士 宮 市 長 須 藤 秀 忠

記

整 理

番 号
路 線 名

起 点 重 要 な

経 過 地終 点

１ 源 道 寺 町 ２ ３ 号 線

源 道 寺 町 ７ １ ７ 番 １ ０

源 道 寺 町 ７ ２ １ 番 ７ １



源道寺駅




